
 

１．件名：高速増殖原型炉もんじゅの廃止措置計画に係る面談 

２．日時：令和 3年 1月 13 日(水)13 時 30 分～14 時 20 分 

３．場所：原子力規制庁 10 階会議室 ※一部出席者は TV 会議にて出席 

４．出席者 

原子力規制庁 

原子力規制部 

審査グループ 研究炉等審査部門 

細野企画調査官、田中主任安全審査官、有吉上席安全審査官 

小舞管理官補佐、加藤原子力規制専門員、佐々木技術参与 

敦賀原子力規制事務所 

  山中原子力運転検査官、塩見原子力運転検査官 

  国立研究開発法人日本原子力研究開発機構 

   敦賀廃止措置実証本部 副本部長 他 １名 

   高速増殖原型炉もんじゅ 廃止措置部 計画管理課 マネージャー 他 ２名 

 

５．要旨 

 ○原子力機構から、資料に基づき高速増殖原型炉もんじゅの廃止措置計画における大規模

な自然災害による１次系ナトリウム火災対応について説明があった。 

 

 ○原子力規制庁から、以下のとおりコメントを伝えた。 

 

（資料１について） 

・１次系ドレン・ベントラインの常時メルト運用を実施していないことについて、廃止

措置計画に照らして問題とはならないと認識している。 

・他方、過去の監視チーム会合において当該常時メルト運用を実施するかのように説明

している以上、検討の結果、実施しないこととした際にはその旨を監視チーム会合に

おいて説明すべきと考える。 

・また、本件と同様の事例がないか精査した上で、検討の結果を監視チーム会合におい

て説明すべきと考える。 

・いずれにせよ、大規模な自然災害に係る対応について、原子力規制検査において検討

が不足している旨指摘があった事項については、前向きに検討し実効性を高めていく

とともに、検討内容については適宜監視チーム会合において説明すること。 

 

○原子力機構から、了解した旨返答があった。 

 

６．配付資料 

資料１：第９回もんじゅ廃止措置安全監視チーム会合（資料２）における１次系ドレン・

ベントラインの常時メルト運用の検討状況と今後の対応について 

 


